
小牧市教育委員会 教育情報セキュリティポリシー・実施手順の改定について
資料６

◆主な見直し内容

１．セキュリティポリシー
（１）情報資産の分類
・端末の分類「校務系・校務外部系・学習系」
→令和５年９月のネットワーク分離に伴い、「校務統合系・授業用・学習系」に変更

（２）クラウドの活用範囲の拡大
・クラウドの活用は校務外部接続系及び学習系に属する情報資産に限定
→校務系に属する重要性分類Ⅱ以上の情報資産についても、初期からクラウドで収集又は作成
する場合は可（データが不要になった時点で速やかにクラウド上から削除）

（３）PC教室の学習者用端末に関する記載の削除
（４）定期的に行っているパスワード変更（教職員）
→定期的、若しくは当該利用者の交代あるいは要請時

２．実施手順
・校務外部系端末は校外への持ち出し禁止
→①会議及び研修等の業務目的に限り、持ち出し可
②複数校を巡回する通級・拠点校指導員については、本務校の授業用端末を巡回校に持ち出し可
（①②ともに、端末本体にデータを保存した状態で持ち出ししない。会議資料等を見るときは、
クラウドに接続して閲覧すること。事前の校長承認・持ち出し記録の作成・保管が必要）

３．その他
・文部科学省「教育情報セキュリティポリシーに関するガイドライン」の改定に伴う変更

◆改定時期 令和６年３月改定・４月運用開始予定

自宅でやむを得ず業務
をするときは、遠隔操
作システムを利用

情報漏えい防止のために
は、クラウドデータを自
宅PC等にダウンロードし
ないなど、一人ひとりの
適切な管理・利用が必須



資料６
（参考）

文部科学省「教育情報セキュリティポリシーに関するガイドライン」（R６.１改定）
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